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Ⅰ 研究主題及び副題  

    

 

 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

  平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災では想定をはるかに超える津波が起こり、多く

の命が奪われるなど甚大な災害となった。その中にあって、「津波てんでんこ」の伝承や防災教

育によって多くの子どもたちの命が救われた釜石市の事例は「釜石の奇跡」と呼ばれる貴重な教

訓となった。 

  日向灘沿岸に位置する高鍋町にとっても、近い将来、南海トラフ地震による津波が高い確率で

発生することが予想されており、災害から子どもたちの命を守る防災教育の取り組みを迫られて

いる。本町は南海トラフ地震で町面積の１５パーセントに当たる最大６.７平方キロが浸水すると

想定されている。そのため、校舎の外壁落下防止の補強工事など施設面の整備を図ったり、町と

しての防災訓練を実施するとともに町内各戸に「みんなの防災手帳」を配布して災害対策を進め

たりしている。特に「津波浸水想定への対策」として「津波避難ビル」の拡充を図っている。 

  各学校では、これまで「危機管理体制の整備」、「災害発生時の危機管理対応」など実効性の

ある防災マニュアルを作成・見直しを進めてきた。さらに、マニュアルに基づいた防災訓練や研

修等を繰り返し行い、評価の中から改善のための整備をしてきた。 

  児童生徒には「状況に応じて自ら考え、判断し、主体的に行動する力」を育てることを目指し

て指導に当たってきた。 

  また、児童生徒が家庭や地域で被災することも想定し、「家族と避難行動や避難場所について

話し合う。」ことを家庭に呼びかけ、 一人一人の児童生徒の防災意識を高めることも課題として

きた。 

   本研究所では、平成２５年度から町内小・中学校の防災教育の充実を図るための研究に取り組

んだ。各学校作成の防災マニュアルを突き合わせて対照し、研究授業による検証を繰り返しなが

ら、防災教育の全体計画や年間指導計画作成の準備を進め、防災教育の授業で使えるデジタルコ

ンテンツなどの作成を進めた。 

  また、町内の各学校の抽出した児童生徒・保護者及び教職員に、防災に関わるアンケート調査

を実施することで、より実態に即した研究内容とすることができた。 

  平成２６年度は、これらの研究の成果が各学校の教育課程の中に組み込まれ、実践に結び付く

内容になるように、「高鍋町小・中学校の防災教育の手引き書」の作成・実践に努め、一人一人

の児童生徒の意識や行動を変えることができるような研究を推進するために、「地震・津波災害

から命を守り、たくましく生きる児童生徒の育成」を本主題に「防災教育の指導計画の充実を図

り、主体的に行動する力を育てる指導を目指して」を副題に設定した。 

 

Ⅲ 研究の目標 

  地震・津波災害を中心とする防災教育の充実を図り、自ら危険を回避し、自他の命を守ってい

こうとする意志を持って、たくましく生きようとする児童生徒の育成の在り方を究明する。 

                                          

Ⅳ 研究仮説 

 １ 地域の環境や児童生徒の実態をもとにした「高鍋町小・中学校の防災教育の手引き書」の作

成・実践に取り組み、小・中学校で連携して学ぶ体制づくりを進めれば、状況に応じて自ら考

え、判断し、主体的に行動する児童生徒を育てることができるだろう。  

 ２ 防災・減災のために環境を整備し、防災訓練等を通して防災体制を見直すともに学校・家庭

・地域が連携し日常生活の中で一人一人の児童生徒の防災意識を高めることで、自ら危険を回

避し、自他の命を守っていこうとする意志とたくましく生きる力を身につけることができるだ

ろう。 

地震・津波災害から命を守り、たくましく生きる児童生徒の育成 

  ～防災教育の指導計画の充実を図り、主体的に行動する力を育てる指導を目指して～ 
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Ⅴ 研究の全体構想 
 
 
 

関係法令等 
県教育基本方針 

 
 

町教育基本方針 
郷土を愛し、自信と誇りを持つ子どもの育成 

～地域とともにある学校づくりの推進～ 

 
 

地域の実態 
児童生徒の実態 
保護者の願い  
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地震・津波災害から命を守り、たくましく生きる児童生徒の育成 
 ～防災教育の指導計画の充実を図り、主体的に行動する力を育てる指導を目指して～ 
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研究仮説２  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域の環境や児童生徒の実態をもと
にした「高鍋町小・中学校の防災教育の
手引き書」の作成・実践に取り組み、小
中学校で連携して学ぶ体制づくりを進
めれば、状況に応じて自ら考え、判断し
、主体的に行動する児童生徒を育てるこ
とができるだろう。 

防災・減災の環境を整備し、防災訓練な
どを通して、防災体制を見直すとともに学
校・家庭・地域が連携し、日常生活の中で
一人一人の児童生徒の防災意識を高める
ことで、自ら危険を回避し、自他の命を守
っていこうとする意志とたくましく生き
る力を身につけることができるだろう。 

       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究内容 １ 
研修（全体研究） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究内容 ２ 
授業研究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究内容 ３ 
学習環境整備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 防災・減災に関する研修 

・ 宮崎県危機管理課の出
前講座 

・ 宮崎地方気象台の出前
講座 

○ 高鍋町小・中学校の防災
教育の手引き書作成 

 

 

○ 研究授業 
・ 小学校 
・ 中学校 

○ 防災訓練等の充実 
・ 小・中学校で連携し 
て取り組める指導の在
り方 

○ 「学校防災の日」の設定 

 

○ 広報活動「ふるさと学
習通信」発行 
・ 出前講座の講話内容 
・ 防災教育に関する研
究授業の紹介 

○ 家庭や地域と連携し 
た具体的な取組      

・ 「開こう！家族防災
会議」資料作成 

   

 
                                                                                        
Ⅵ  研究組織    
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Ⅶ 研究の実際

１ 防災教育の充実

（１）高鍋町小・中学校の防災教育の手引き書作成

ア 防災教育の全体構想

○ 平成２５年度の研究では、副題に「状況に応じて自ら考え、判断し、主体的に行動す

る力を育てる指導を目指して」を掲げ、防災教育の全体計画の中で、「防災教育の基本的

な考え方」を示して、次のような「目指す子ども像」を設けた。

目指す子ども像

１ 自分の命は自分で守ることのできる子ども

２ 自ら安全な所へ避難するとともに、他の人も誘うことができる子ども

３ 地域の安全・防災のために行動ができる子ども

また、「防災教育により育む能力は何か。」について協議し、小・中学校の各学年段階

に合わせて「防災教育重点目標」を示して、防災教育と教育活動の関係を明らかにして

きた。

○ 平成２６年度の研究では、副題に「防災教育の指導計画の充実を図り、主体的に行動

する力を育てる指導を目指して」を掲げ、これまでの研究内容をもとに、「教育活動にお

ける防災教育の機会」を見直し、指導内容の重点化を図るために、防災学習の３つの視

点として「知 防災の正しい知識」「技 災害から身を守る技能」「心 自助・共助の態

度」を設けて、防災教育の全体構想図を作成した。

イ 防災教育の年間指導計画

○ 年間指導計画の作成の仕方は、各学校に準備されていた簡単な防災教育の年間指導計

画を参考に、学習指導要領によって主な防災教育の内容を整理した。

内容によっては、実施時期の異なりを配慮したり、地震・津波災害を中心としながら

も教科等では他の自然災害にも一部にふれたりした。

○ 各教科

関連的教科（生活、理科、社会、体育、保健体育、家庭、技術家庭）の指導内容を

中心にし、その他の教科（国語、算数・数学、音楽、図画工作、美術、外国語活動、

外国語）は、指導内容の工夫や方法によって選んだ。

○ 道徳

各学校の道徳年間指導計画の主題名や資料名を検討し、学習内容を考えて防災教育

の指導計画を作成し、各学年 1単位時間分の指導例を作成した。

○ 特別活動

各学校の避難訓練等の事前指導から事後指導に関する内容をもとに、学級活動を中

心に指導計画を作成した。学校生活の中で被災場面を想定したり、家庭や地域での被

災場面を想定したりして指導例を作成した。

○ 総合的な学習の時間

防災マップ作りや図上訓練を通して、児童生徒の意識啓発につながる内容を指導計

画に入れた。

１１－３
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ウ 高鍋町の防災教育に関する資料 

    ○ 宮崎県の地震・津波の記録 

       宮崎地方気象台のホームページをもとに、１９３１年（昭和６年）までさかのぼ

り、記録の一部を「発生年月日」「震源」「マグニチュード」「主な被害」でまとめた。

高鍋町の被災に関する記述に着目した。 

 ○ 高鍋町の地震・津波の防災対策 

       高鍋町では、「ひと目でわかる高鍋町標高マップ」「津波浸水深」「津波避難ビル位

置図」をホームページにまとめている。高鍋町の地形や浸水想定地域について、教

職員の理解を深め、児童生徒の指導に生かしてもらうための資料とした。昨年度、

中学校の授業で「津波避難ビル位置図」を活用した。 

 ○ 標識に関する資料 

       標識の目的や意味を理解させる指導が必要である。また、「津波避難場所」や「津

波避難ビル」などの標識の設置場所を確かめさせたいと考え資料とした。 

○ 「学校の防災の日」に関する資料 

      町内小・中学校で「学校防災の日」を設定し、その日に関する教職員による児童

生徒への講話資料を準備した。内容は主に「どんな日」「どんな災害」「知らせたい

こと」についてまとめた。 

    ○ 地震・津波災害の教訓 

      「釜石の奇跡」により「津波避難の３原則」「想定を信じるな、最善をつくせ、率先

避難者たれ」の意味や考え方をとらえさせたり、「津波てんでんこ」により、「てん

でんこ」の背景にある意味を考えさせたりするための資料とした。 

 

（２） 講師招聘による研修 

   ア 宮崎県危機管理課 出前講座 

      宮崎県の防災の取組について、研究員自身の理

解を深めるとともに、災害の対策や県・町の関係

機関との連携の在り方を学ぶ為に、宮崎県危機管

理課より講師を招いて研修を行った。以下の講話

内容及び協議で研修を深めることができた。 

     ・ 防災教育について 

     ・ 宮崎県の防災推進施策について 

・ 「釜石市津波防災教育のための手引き」について 

      地震・津波の仕組み、全国や宮崎県の防災に関する取組等について情報を交換する

こともでき、それ以降の研究推進や研究授業の構想に役立てることができた。 

 

   イ 宮崎地方気象台 出前講座 

      高鍋町が直面している課題である「地震・津波」

について、高鍋町内小・中学校教職員の理解を深

めるとともに指導の充実を図り、本町の防災教育

の振興を期する為に、宮崎地方気象台より講師を

招いて研修を行った。以下の講話内容によって研

修を深めることができた。 

・ 地震、津波の仕組みについて 

・ 南海トラフ巨大地震の被害想定について 

     ・ 緊急地震速報について 

     ・ 学校での防災訓練等の取組について 
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２ 防災学習の視点を取り入れた授業実践

（１） 小学校における実践（学級活動） 高鍋東小学校４年生

ア 題材名 休み時間に大地震がおきたら

イ 本時のねらい

○ 地震発生時の身の守り方を知ることができる。

○ 地震発生時に教室以外の場所で、安全に適切な避難行動をとることができる。

ウ 防災学習の視点

○ 東日本大震災を参考にし、地震はいつ発生するか分からないことに気付かせる。

○ 教室以外の場所で考えられる危険や、その危険から逃れるためにはどうしたらよい

かを考えさせる。

○ 「ものが落ちてこない・倒れてこない・移動してこない」場所に避難することを理

解させ、今後の避難訓練や地震発生時にその視点で行動できるようにさせる。

エ 指導過程と児童の実際の様子

○ 導入では様々な地震の経験を引き出し、めあて

の提示、設定をスムーズに行うことができた。

○ 児童はこれまでの訓練から、災害時における避

難行動について理解していた。その上で休み時間

に大地震が起きた場合の避難行動を考えるという

学習の流れを作り出すこととした。

○ 図書室、運動場、廊下とグループごとに場所を

１つに絞って考えさせた。児童はじっくりと考え

ることができ、内容からも逸れずに話し合うこと

ができた。

○ 「運動場では、上に何もない芝生の所に逃げる」、

「廊下にいる時は探検ボードで頭を守る」等の意

見を述べ、現実的な問題としてイメージして考え

させることができた。

○ 各グループの発表を受けた後に、児童の意見交

換の場を設定する必要があった。そうすれば、運

動場（屋外）に出るという次の避難行動に繋がっ

ていったと考えられる。

○ 教室以外の場所での被災を想定した話し合いの

まとめを通して、危険な場所からの避難の仕方を

理解させることができた。

オ 考察

○ 授業後の自己評価では、「校内の様々な場所にどういう危険があるかわかりましたか。」

「地震が起きたときにどのように身を守ればよいかわかりましたか。」というどちらの

項目に対しても、全員が「よくわかった」、「わかった」と答えていた。小・中学校で

共通した防災の視点の提示が効果的だったと考えられる。

○ この学習の数日後に行われた避難訓練では、「落ちてこない・倒れてこない・移動し

てこない」を意識しながら避難できた児童が多かった。訓練に以前より緊張感をもって

取り組むことができた。

【普段いる場所を思い出す様子】

【班での話し合いの様子】

【避難行動を確認する様子】
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（２） 中学校における実践(学級活動) 高鍋西中学校２年生
ア 題材名 地震の際に身を守るためには
イ 本時のねらい

○ 校内で起こりうる危険を予測し、自分の身を守るための適切な行動を考えることで、
実践的な力を身に付ける。

ウ 防災学習の視点
○ 事前に、安全な避難経路を考える視点を与え、それぞれの場所の特性を考慮した行動
の必要性を理解させる。

○ 揺れが収まった後の避難場所への避難経路の安全が確保できているかを多角的に検証
させる。その際に、タブレットの動画を参考にさせる。

○ 日頃から安全の確保に備えること、災害時の危険を想定することの重要性を確認させ
る。

エ 指導過程と生徒の実際の様子
○ 緊急地震速報を用いた避難行動を模擬体験さ

せることで、生徒の興味・関心を喚起させるこ
とができた。しかし、瞬時に避難行動がとれな
かったため、継続的な実践が必要だと感じた。

○ 避難行動の模擬体験や東日本大震災の画像を
踏まえ、学習課題を生徒主体で設定することで、
本時の流れを生徒が理解することができた。

○ 命を守る防災の視点が書かれた巻物を参考に、
リーダーシップ・メンバーシップを発揮し、意
欲的に話し合いに取り組む姿が見られた。

○ 教材の工夫により、個人の意見が班の意見に
反映され全体への発表材料となることで、言語
活動の充実が図れた。

○ 校内を動画撮影したタブレット端末を用いる
など、グループで検証する際の資料を効果的に
提示することで防災の視点を踏まえて、避難経
路の安全を多角的に検証することができた。タ
ブレット端末は、個人思考の場面においても、
補助教材として活用すると、より効果的だった。

○ 考えを共有する場面では、すべての班が、防
災の視点を根拠とした、避難経路を発表するこ
とができた。

○ 東日本大震災を題材にした絵本『かぜのでん
わ』の読み聞かせを行うことで、「大切な命」だ
からこそ「自分の命は自分で守る」という考え
方も身に付かせることができた。

オ 考察
○ 授業後の自己評価では、「地震発生時にどのよ
うに身を守ればよいかわかりましたか。」「ポイ
ントを意識して、適切避難経路を選択すること
ができましたか。」というどちらの項目に対して
も、全員が「達成できた」という結果になり、
４段階評価のうち、１つ目の項目が８４％、２
つ目の項目が６５％の生徒が最高評価をつけた。小中学校で共通した防災の視点の提示
が効果的だったと考えられる。

○ 「命を守る」・「命をつなぐ」防災の視点で避難マップを考えさせ、最後に『かぜので
んわ』の読み聞かせを行うことで、防災教育で身につけたい力である「防災対応能力」
の向上だけではなく「生きる力」の育成にもつながるように心掛けた。

○ 授業後の感想に、「地震速報時に一瞬戸惑ってしまった。この戸惑いが命を落とすこ
とにつながるのだと感じた。」「避難マップ作成では、命を守る防災の視点で日常をみる
と、私たちの周りには危険な場所がたくさんあることがわかった。二次災害についても
しっかり考えていきたい。」というものがあった。今後の防災教育において「生きる力
の在り方」の視点の必要性を感じた。

【防災の視点を確認する様子】

【避難経路を話し合う様子】

【避難経路を発表する様子】
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３ 防災訓練（避難訓練）等の充実

（１） 地震津波を想定した防災訓練（避難訓練）等の現状

全小・中学校で町指定の避難場所（高鍋農業高校第２グラウンド）までの避難を

想定した避難訓練を実施した。時間的な制約もあり、学校によっては途中までの避

難とした。

各学校では、学校の立地条件等に応じた防災訓練が計画され、危機意識をもって

児童生徒への指導がされ、避難方法の工夫・改善が図られてきた。

本研究所では、宮崎地方気象台の出前講座で研修した緊急地震速報を取り入れた

訓練の実施を勧め、児童生徒の地震発生時の対応を速め、被害の軽減を図るための

取組とした。

（２） 小・中学校等の連携

ア 高鍋東小・高鍋東中の合同避難訓練

本年度当初、両校では合同の地震・津波を想定した避難訓練を検討していたが、

期日や安全確保等の面から実施には至らなかった。次年度は、合同ではなくても、

同じ日程で避難訓練を実施するなどの計画の検討も必要である。

イ 高鍋東小・高鍋高校の合同避難訓練の実施

両校では、合同避難訓練を１０月３１日（金）

に実施した。高鍋農業高校第２グラウンドへの

避難の際に、高校生が小学生を励ましたり、け

が人をリヤカーで搬送したりするなど、高校生

が力を発揮する姿が見られた。

ウ 地域との連携

各学校の地震･津波を想定した校外への避難訓練をする際、町ライオンズクラ

ブや高鍋警察署員による、児童生徒の安全確保に協力があった。路地の多い県道

を通行する際に車の有無を知らせるなど、学校職員とともに避難訓練を見守る支

援であった。

エ 町小・中学校防災主任会との連携

今年度発足した防災主任会で、本研究所の活動を周知し協力を依頼した。具体

的には、各小・中学校の避難訓練の実施の日程検討や、「学校防災の日」を共通

実践として取り組むこととした。また、指導内容に関することにもふれ、地震の

際の初期対応として、「物が落ちてこない・倒れてこない・移動してこない場所

に。」を再確認していくようにした。

（３） 学校防災の日の設定

過去に大きな自然災害が発生した９月１日、１月１７日、３月１１日を基準日と

する「学校防災の日」を町内４校共通で設定した。また、共通実践としてミニ防災

訓練をすることとした。その内容は、朝の会などで校内放送を利用して緊急地震速

報と地震の揺れの効果音を放送し、児童生徒及び職員が机の下に入るなどの避難行

動をすることとした。

その際に使用する効果音のＣＤは本研究所で作成し、各学校に配付した。このＣ

Ｄは、一般のラジカセ等で再生できる音声音源をＣＤにし、各学校の避難訓練や防

災に関する授業でも活用された。

小・高合同避難訓練の様子
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４ 学習環境整備 

（１） 広報活動「ふるさと学習通信」発行 

   ア 目的 

      本教育研究所では、研究内容や取組を家庭や地域に広く知らせるために、高鍋町内

小・中学校の児童生徒の全家庭に向けて「ふるさと学習通信」を配付した。この「ふ

るさと学習通信」には、研究内容の地震・津波災害に関する防災教育を中心に研究実

践の様子及び、「家族防災会議」に向けた資料などを分かりやすく掲載した。 

   イ 発行方法 

      研究会の中で、掲載内容やレイアウトを検討し、原稿の作成や校正を進めて、１０

月から１月まで毎月発行してきた。 

   ウ 内容 

    ○ 高鍋教育研究所の研究テーマの紹介、高鍋町「みんなの防災手帳」の紹介 

出前講座の講話の一部「知ってほしい津波の恐ろしさ」 

    ○ 「釜石の奇跡」「津波てんでんこ」「開こう！家族防災会議」に向けて 

    ○ 小・中学校における「防災教育に関する研究授業」 

    ○ 「防災教育に関するアンケート調査」より 

   エ 考察 

    ○ 防災の必要性は通信 

     を通して伝えることが 

     できたが、家庭や地域 

からの反応を知り、次 

に生かせるとよい。 

    ○ 関心をひく材料とな 

ったが、定着までいっ 

ていない。 

    ○ ４校の防災教育の取 

組を知ってもらえてよ 

かった。 

    ○ 内容の充実した紙面 

になったが、大人向け 

の記事と子ども向けの 

記事もあるとよかった。 

    ○ たくさんの資料など 

が盛り込まれていて、 

レイアウトも工夫され 

ていた。 
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（２） 「開こう！家族防災会議」資料

ア 作成目的

本教育研究所では、高鍋町の小・中学校に通う児童生徒のいる家庭での家族防災会

議の必要性を考えた。地震・津波の発生に備え、防災意識の高揚を図るとともに、地

震・津波から自らの命を守り、家族が無事に避難することを目指し、家族で防災につ

いて話し合うための資料を作成する。

イ 配付方法

本研究所が作成し配付した「ふるさと学習通信」に「家族防災会議」の重要性を書

き記し、その後、「家族防災会議」を開いてもらうように働きかけ、各学校の児童生徒

に配付する。（１月に配付）

ウ 活用方法

「家族防災会議」を開き、地震が起きた時どこに避難するのか、どのように連絡を

とり合うのか等について話し合ったことを、用紙に書き込み、家族の目につくところ

に貼っていつでも確認できるようにする。

エ 内容

① 地震が起きた際、家からの避難場所の確認をする。

② 地震が起きた際、自分の避難場所の確認をする。

③ 地震が起きた際、家族の避難場所の確認をする。

④ 地震が起きた際、緊急連絡先の確認をする。

⑤ 非常持ち出し袋の準備と持ち出し方を考える。

オ 紙面紹介



Ⅷ 研究の成果と課題

１ 研究の成果

○ ２年間の防災教育の研究で、防災教育への意識の向上が図られ、使命感を持って研究を進

めることができた。今年度は、高鍋町小・中学校の防災教育の手引き書作成の過程を通して、

指導法や資料について研究し、全体構想の中に防災学習の視点を位置づけることができた。

○ 講師を招聘しての研修は、教職員の危機意識を高め、防災教育の必要性を実感する場とな

った。地震・津波災害で起きる津波の速さなど具体的な数値を提示され、改めて防災教育の

重要性を感じ、授業や避難訓練に生かすことができた。

○ 防災学習の視点を取り入れた授業実践で、地震の初期対応として、「物が落ちてこない・倒

れてこない・移動してこない場所へ」を、町内の共通指導内容として提示することができた。

○ 各学校で行われてきた学校行事の地震・津波想定の避難訓練に加えて、「学校防災の日」を

年３回設定し、児童生徒に震災の記憶を忘れさせない取組ができるようになった。

○ 家庭や地域に向けての広報活動として「ふるさと学習通信」を発行し、「開こう！ 家族防

災会議」資料を作成し、家庭で防災について話し合うためのきっかけを作ることができた。

２ 今後の課題

○ 防災教育は、各学校の年間指導計画によって、計画的、継続的に進める必要がある。本研

究所での取組を共通実践するため年間指導計画の改訂など各学校の協力体制が不可欠である。

○ 研修は、理論的な内容ばかりでなく、先進地域や先進校の実践について学び、交流を深め

る機会があるとよいと思われる。

○ 研究授業の成果を生かして広めたい。防災に関する授業で、指導者は指導内容を通して何

を押さえ、どういう流れで児童生徒に考えさせるのかを見通すことが必要である。

○ 防災訓練では町内の小・中学校の連携を図り、避難訓練を一斉に計画するなどの取組も考

えられる。また、隣接する幼稚園・保育園や高校との連携についても考える時となっている。

○ 町内の教職員や家庭への啓発は、まだ不十分であるので、さらに各学校で防災教育の在り

方を見直し、防災学習や防災訓練の充実を図る必要がある。
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